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激しい生命の炎を燃焼し尽くした、夭折の女性画家の生涯を、
現代フランス文学を代表する作家ダリュセックが、
研ぎ澄まされた文体で描く。
男性のまなざしの外にある女性の姿が、そこに浮かび上がる――

ドイツ近代絵画史において独特の「輝き」を放つ
パウラ・M・ベッカーは、
歴史上初めて、裸体の自画像を描いた女性画家としても知られ、
七百点を超えるポートレート、風景画、静物画などを遺した。
長く美術の歴史において支配的であった男性のまなざしから
解き放たれた女性たちが、多く描き出されている。

メディシス賞受賞作家マリー・ダリュセックによる
渾身の「伝記」＝オートフィクション 
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ここにあることの輝き
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パウラには、本物の女たちがいる。

2023年
11月20日発売東京外国語大学出版会 新刊案内

ここにあることの輝き 

【著者紹介】マリー・ダリュセック（Marie Darrieussecq）
1969年、フランス南西部バイヨンヌ生まれ。パリ高等師範学校卒
業。1997年、ペレック、ドゥブロフスキーなど、４人の小説家に
おけるオートフィクションを分析した博士論文で学位を取得。そ
の前年、1996年に小説『めす豚ものがたり』でデビューすると、
「サガン以来の大物新人」として注目を集め、30か国語以上に翻
訳された。『待つ女』（2013年）でメディシス賞を受賞。 
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